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「
大
同
類
聚
方
」
は
、
桓
武
天
皇
の
遺
命
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
に
残
る

薬
方
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
寛
政
十
一
年
に
『
日
本
後

紀
」
の
残
巻
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
大
同
三
年
五
月
三
日
の
記
述
と
「
大

同
類
聚
方
」
の
編
者
の
名
・
官
職
名
が
異
な
る
こ
と
か
ら
偽
書
の
疑
い

が
掛
け
ら
れ
、
今
日
ま
で
至
っ
て
い
る
。
そ
の
源
は
、
佐
藤
方
定
が
天

保
二
年
に
刊
行
し
た
『
奇
魂
』
で
あ
る
。
そ
の
中
で
佐
藤
は
、
天
保
二

年
ま
で
に
目
に
し
た
『
大
同
類
聚
方
」
の
流
布
本
・
印
本
に
対
し
て
八

つ
の
疑
問
点
を
あ
げ
て
『
大
同
類
聚
方
』
を
偽
害
と
断
定
し
て
い
る
。

絶
シ
〃
と
か
い
て
い
る
。
し
か
し
、
大
日
本
衛
生
警
察
協
会
刊
の
「
衛
生

警
察
全
書
」
（
大
正
十
年
）
で
は
〃
今
日
で
も
之
を
使
う
人
は
い
く
ら
も

い
る
〃
と
し
、
昭
和
十
四
年
発
刊
の
岩
熊
哲
著
『
医
史
学
論
考
』
に

お
い
て
も
〃
俗
間
で
は
想
像
以
上
に
流
行
し
て
い
る
〃
と
記
さ
れ
て
い

る
。
適
応
は
頸
か
ら
上
の
第
三
期
梅
毒
。

こ
の
様
な
状
況
は
、
一
九
一
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
次
大
戦
に
よ

る
ド
イ
ツ
か
ら
の
薬
品
輸
入
の
途
絶
や
、
昭
和
初
期
の
経
済
パ
ニ
ッ
ク

等
が
尾
を
ひ
い
て
、
安
価
に
し
て
簡
便
な
薫
薬
療
法
が
全
国
各
地
に
残

存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
平
成
十
一
年
九
川
例
会
）

佐
藤
方
定
の
発
見
し
た
『
大
同
類
聚
方
（
延
喜
本
・
寮
本
匡

の
上
表
文
に
つ
い
て

後
藤

志

朗

富
士
川
瀞
が
「
日
本
医
学
史
」
（
明
治
三
十
七
年
刊
）
を
ま
と
め
る
際

に
、
佐
藤
の
「
奇
魂
』
を
重
視
し
、
そ
の
説
を
全
面
的
に
採
用
し
た
こ

と
で
、
『
大
同
類
聚
方
』
偽
書
説
が
不
動
の
も
の
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

嘉
永
元
年
に
、
佐
藤
自
身
が
真
本
と
認
め
る
『
大
同
類
聚
方
（
延
喜
本
．

寮
本
匡
を
発
見
し
て
い
る
。
佐
藤
は
、
そ
れ
を
「
勅
撰
真
本
大
同
類
聚

方
』
と
命
名
し
て
、
安
政
三
年
よ
り
刊
行
を
始
め
て
い
る
。
こ
の
事
を

富
士
川
や
そ
の
後
の
人
達
は
認
識
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
佐
藤
の
発

見
し
た
『
大
同
類
聚
方
」
の
検
討
な
し
に
は
、
真
偽
の
判
定
は
出
来
な

い
。

筆
者
は
、
そ
の
検
討
作
業
の
一
環
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
に

三
勅
撰
真
本
大
同
類
聚
方
』
に
つ
い
て
」
（
四
十
三
巻
一
号
）
及
び
「
新
発

見
「
大
同
類
聚
方
」
に
関
す
る
大
同
三
年
五
月
三
日
の
詔
文
」
（
四
十
五

巻
二
号
）
を
発
表
し
た
。

佐
藤
の
発
見
し
た
「
大
同
類
聚
方
』
に
は
、
撰
集
を
完
う
し
た
時
に

平
城
天
皇
に
進
っ
た
上
表
文
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
上
表
文
の
あ
る

『
大
同
類
聚
方
」
は
佐
藤
が
発
見
し
た
も
の
だ
け
で
あ
る
。

『
日
本
後
記
』
の
大
同
三
年
五
月
三
日
条
文
の
基
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
「
桓
武
天
皇
の
遺
命
・
平
城
天
皇
の
詔
文
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館

所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
）
と
、
佐
藤
方
定
刊
行
の
「
大
同
類
聚
方
」
に
あ

る
上
表
文
と
を
、
比
較
検
討
し
た
。

「
大
同
類
聚
方
」
の
上
表
文
は
、
古
事
記
・
令
義
解
・
延
喜
式
の
上
表

文
と
比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
臣
真
貞
等
聞
」

で
始
ま
り
、
「
臣
真
貞
等
誠
怪
誠
恐
頓
首
頓
首
謹
言
」
で
終
わ
り
、
末
尾

の
大
同
三
年
五
月
三
日
の
日
付
の
後
に
、
典
薬
寮
の
五
名
（
大
初
位
上
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典
薬
少
属
臣
忌
部
宿
禰
恵
美
麻
呂
・
従
八
位
下
典
薬
大
属
臣
大
伴
宿
禰
乎
智

人
・
外
従
五
位
下
典
薬
允
臣
若
江
造
家
継
・
外
従
五
位
下
兼
行
侍
医
典
薬
助
但

馬
権
橡
臣
出
雲
連
広
貞
・
従
五
位
下
典
薬
頭
兼
行
左
大
史
大
舎
人
助
相
模
介
臣

安
倍
朝
臣
真
貞
）
が
位
階
の
低
い
人
か
ら
高
い
人
へ
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
記
載
順
は
、
「
令
義
解
」
の
序
文
の
日
付
の
後
の
記
載
、
『
延

喜
式
」
の
各
巻
数
末
尾
の
日
付
の
後
の
記
さ
れ
方
と
同
じ
で
あ
る
。

上
表
文
に
は
、
編
集
の
目
的
（
病
気
に
対
す
る
医
者
の
務
め
と
し
て
、

わ
が
国
に
残
っ
て
い
る
薬
方
を
集
め
ま
と
め
、
治
療
に
供
す
る
こ
と
）
・
記
述

の
範
囲
（
現
に
勉
強
し
て
い
る
中
国
の
薬
方
で
な
く
、
わ
が
国
で
伝
承
さ
れ

て
残
っ
て
い
る
薬
方
）
・
巻
数
（
一
百
巻
）
・
書
名
（
大
同
類
聚
方
）
等
が
記

さ
れ
、
上
表
文
と
し
て
の
形
式
を
踏
ま
え
て
い
る
。

上
表
文
に
記
さ
れ
て
い
る
五
名
は
、
す
べ
て
典
薬
寮
の
人
達
で
あ
る

事
を
考
え
れ
ば
、
『
大
同
類
聚
方
」
の
撰
集
は
典
薬
寮
に
臨
時
の
編
墓

所
が
新
設
さ
れ
て
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
典
薬
寮
は
医
療

行
政
を
総
理
し
、
官
人
の
診
察
を
担
当
し
、
医
学
・
薬
学
を
教
え
、
医

師
ら
を
養
成
す
る
大
学
で
も
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
「
大
同
類
聚
方
」
の

編
墓
も
行
わ
れ
た
と
考
え
る
事
は
当
然
で
あ
る
。

典
薬
寮
は
宮
内
省
に
所
属
し
、
少
寮
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
官
職
は
、

頭
・
助
・
允
・
大
属
・
小
属
と
各
一
人
で
あ
る
こ
と
が
「
養
老
令
』
の

「
職
員
令
」
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
上
表
文
の
記
載
も
そ
の
通
り
に
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
五
名
の
位
階
と
官
職
の
記
さ
れ
方
は
、
『
養
老
令
」

の
「
官
位
令
」
に
法
っ
た
も
の
で
、
正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

安
倍
の
官
職
は
、
「
日
本
後
紀
」
で
は
「
衛
門
佐
」
で
あ
り
、
安
倍
が

典
薬
頭
に
任
命
さ
れ
た
記
事
は
な
い
。
そ
れ
故
、
佐
藤
は
「
奇
魂
」
で

「
大
同
類
聚
方
」
の
偽
書
説
の
根
拠
の
一
つ
に
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
事

を
考
え
て
も
、
後
世
の
人
が
、
上
表
文
に
あ
る
よ
う
に
「
典
薬
頭
安
倍

朝
臣
真
貞
」
を
「
侍
医
出
雲
連
広
貞
」
の
前
に
入
れ
る
事
は
不
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
大
初
位
上
典
薬
少
属
の
忌
部
宿
禰
恵
美
麻
呂
は
、
『
日
本

後
紀
」
の
条
文
に
も
、
他
の
歴
史
書
に
も
見
え
ず
、
こ
の
上
表
文
に
し

か
見
え
な
い
人
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
恵
美
麻
呂
の
位
階
と
官
職
名
は

正
し
く
記
戦
さ
れ
て
い
る
。
『
大
同
類
聚
方
』
に
は
、
天
平
勝
宝
六
年
に

典
薬
頭
に
任
命
さ
れ
た
忌
部
宿
禰
烏
麻
呂
の
薬
方
も
収
戦
さ
れ
て
い

グ
《
》
Ｏ

こ
の
上
表
文
は
正
格
な
漢
文
で
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
盛
ん
に
用
い

ら
れ
た
四
六
餅
侭
体
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
上
表
文
の
記
述
内
容
を
考

証
す
れ
ば
、
『
大
同
類
聚
方
」
の
編
纂
に
直
接
携
わ
っ
た
人
で
な
け
れ

ば
記
す
事
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
り
、
後
世
の
人
が
作
成
す
る
事
は
無

理
で
あ
る
。

（
平
成
十
一
年
九
月
例
会
）

〔
訂
正
〕
第
四
十
六
巻
第
一
号
「
例
会
記
録
」
の
中
の
標
題
で
、
「
の
上

表
文
に
つ
い
て
」
が
欠
如
し
て
い
ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

神
経
細
胞
と
シ
ナ
ッ
プ
ス
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
神
経
回
路
網
は
一

定
不
変
の
も
の
で
な
く
、
神
経
回
路
網
の
伝
達
効
率
は
神
経
活
動
に
よ

記
憶
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
的
考
察

鈴
木
衛


